
－ 低１２ －

算数科学習指導案

指導者 阿部 幸子

１ 単元の目標

○ 乗法の意味について理解し，それを用いることができる。

【関心・意欲・態度】

・乗法のよさに気づき，ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いようと

する。

【数学的な考え方】

・乗法九九が用いられる場合について，「1 つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全

体の個数の求め方について考える。

【表現･処理】

・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。

【知識・理解】

・乗法九九（5，2，3，4 の段）を構成し，確実に唱えることができる。

・乗法が用いられる場合を理解する。

・乗法九九（5，2，3，4 の段）の構成のしかたを理解する。

２ 指導に当たって

（１）教材について

本単元は，学習指導要領第２学年の内容 Ａ 数と計算（３）「乗法の意味について

理解し，それを用いることができるようにする。」を受けて設定したものである。

ここでは，具体的な量ａをもとにしてａのｎ個分がｍであることをとらえ，これを

ａ×ｎ＝ｍと表現する活動へと導き，５の段の九九，２の段の九九，３の段の九九，4

の段の九九を導入していくことをねらいとしている。

そこで，本単元では「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」として乗法を

意味づけ，おはじきで乗法の場面を表現したり，身の回りで乗法が適用できる場面を

探したりする活動などを取り入れ，図的なイメージ，活動，式とを関連づけて指導し，

乗法の意味の理解を確実にしていく。

九九の構成の学習では，アレイ図やおはじきなどを活用しながら，乗法の意味の理

解をいっそう確実にするとともに，同数累加をはじめ，「乗数が１増えると，積は被乗

数分だけ増える」という乗数と積の関係にも着目させながら，児童が自ら九九をつく

り出すことを大切にする。そして，九九を覚えておけば計算が速くでき，便利である

ことにも気づかせるようにしたい。

２年２組 「新しい計算を考えよう かけ算（１）」
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【教材の関連と発展】

１ 年 ２ 年 ３ 年

（２）児童について

本学級は，男子１１名，女子７名，計１８名である。７月に実施した算数に対する

意識調査では，１８人中１０人が「算数がすき」，６人が「どちらかというとすき」，

２人が「どちらかというときらい」と答えている。また，１８人中３人が「算数がと

くい」，１２人が「どちらかというととくい」，３人が「にがて」と答えている。この

ことから，全体的には算数の学習に対して前向きな思いを持っていることがうかがえ

る。

仙台市標準学力検査の「４＋２の意味を理解し，適切な文章問題をつくる」表現の

問題では，１８人中正解が１４人で，無答が４人という結果だった。またふだんの生

活や学習の場面では，自分の考えを話したり，文章に書いたりすることに対して苦手

意識を持っている児童が多い。したがって良い考えを持っていても，よほどの自信が

あるとき以外は発表したがらなかったり，周りの友達が発表するのを聞いてから，自

分も発表するという様子が多く見受けられる。

このような実態から，話したり書いたりするときは，みんな同じでなくても良いこ

とや，形が整っていなくても自分の言葉で話したり書いたりできればよいことを伝え，

自信を持たせるよう指導してきた。また，決まったパターンがないと表現できない児

20 よりおおきいかず

・数の構成に基づく数の数え

方

本単元 新しい計算を考

えよう かけ算(１)

・かけ算の意味

・積の求め方

・５，２，3，4，の段の

九九の構成，記憶と適

用

・乗数と積の大きさの考

察

かけ算

・０のかけ算

・分配法則の活用

・交換法則の活用

・ａ×□，□×ａ

新しい計算を考えよう

かけ算(２)

・6，7，8，9，１の段の九九

の構成，記憶と適用

・乗法について成り立つ性質

（交換法則，分配法則）

・九九の活用

・倍の概念の理解

・九九表のきまり

わり算

・わり算の答えの求め方

・倍の第１用法
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童に対しては，視覚的にわかるようにパターンを示し，すっかり同じに表現させるこ

とを指導してきた。

児童はこれまでに第１学年の「２０よりおおきいかず」の学習で，２，５，１０そ

れぞれを数のまとまりと見て，２とび，５とび，１０とびで数えることについて学習

してきている。

【レディネステストの結果】合計１８名 （9 月 10 日実施）

問 題 正答者 誤 答 例

１
あめを５こずつ でかこむ。 １８人

５こずつのあつまりがいくつ。 １７人 ２０

２

いちごが３こずつのっているさら

が，４さらあります。いちごはぜ

んぶでなんこありますか。

１８人

３

１０とびで空欄に数を書く。 １５人 10― ―30―

５とびで空欄に数を書く。 １５人 ５―10― ―20

２とびで空欄に数を書く。 １４人 2－4－ ―8―

４

２の４つぶんはいくつですか。か

け算のしきを書いて答えましょ

う。 ※未習

式１５人 無答

答１５人 無答

５ ５×５はいくつですか。 ※未習 １４人 20，10，15，無答

この結果，大部分の児童がかけ算の式の意味をある程度理解し，簡単なかけ算の答

えも知っているが，反面，かけ算についてほとんど白紙の状態の児童も３～４人いる

ことがわかる。

（３）指導に当たって

乗法の意味の理解を第一に考え，そのために図的なイメージ，活動，式とを関連づ

け，乗法の式を，操作とイメージ（絵や場面）を伴ってとらえることができるように

していきたい。具体的には，絵や式からおはじきを並べたり，おはじきの並び方から

式を考えたりする活動，生活の中から乗法の式で表すことができる場面を探し出す活

動などである。また，乗法を図的に表現しているアレイ図を用い，さらにその理解を

着実なものとしていきたい。

さらに児童の理解を助け，定着させるための「書く」「話す」など言葉を使った活動

を大切にし，言葉による表現力の足りない部分を教師が補い，援助しながら，ひとり

ひとりの児童が自信を持って取り組めるよう指導の工夫をする。

【研究の視点１】 数学的な考え方を育てる学習問題の工夫 との関連

・身近なところから「１つ分」「いくつ分」が明確に意識できるような問題を工夫し，

提示する。

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫 との関連

・自分の考えを表現するための支援となる具体物や半具体物，掲示物，ワークシート

等を工夫する。

40 20

5

2 6
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【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫 との関連

・机間指導などで個々の自力解決の状況を把握し，効果的な支援を行う授業展開の工

夫をする。

３ 指導計画 ２２時間扱い（本時 ２０／２２）

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準

（1） かけ算 ７時間

１
・
２

〔プロローグ〕

・p.2の絵を提示し，遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の数を数える

ことを通して，新しい計算への興味，関心を高める。

・所要時間は10分程度

○「1つぶんの大きさ」

「いくつぶん」をとら

えられるようになる。

・絵を見て，それぞれの乗り物

に乗っている子どもの人数

を調べる。

・総数が同じでも1台に同じ人

数ずつ乗っているものとい

ないものがあることや，同じ

人数ずつ乗っている場合で

も１台に乗っている人数が

違うことから，「1つぶんの

大きさ」と「いくつ分」をと

らえる。

□考数量を「単位とする大

きさ」の「いくつ分」

ととらえることがで

きる。

３
・
４

○乗法の意味を理解す

る。

・6×3＝18の式の意味を理解す

る。

・用語「かけ算」を知る。

・乗法の場面を式に表す。

□表乗法の場面としてと

らえることができる

場面を乗法の式に表

したり，式を読んだり

することができる。

□知数量の関係を「単位と

する大きさ」の「いく

つ分」ととらえ，それ

を簡潔に表したもの

が乗法の式であるこ

とを理解している。

５

○乗法の意味の理解を

確実にする。

・乗法の式から，その場面をお

はじきで表す。

・並んだおはじきを乗法の場面

としてとらえ，乗法の式に表

す。

□表乗法の場面ととらえ

られる場面を式に表

したり，乗法の式から

場面を表現すること

ができる。

６
○乗法の答えは被乗数

を乗数の数だけ累加

・場面をとらえ，立式や答えの

求め方について考える。

□表乗法の答えを被乗数

を乗数の数だけ累加
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して求められること

を理解する。

・乗法の答えは，被乗数を乗数

の数だけ累加して求められ

ることを理解する。

する方法で求めるこ

とができる。

７

○乗法の場面としてと

らえることができる

場面が，身の回りに多

くあることを知ると

ともに，乗法の意味の

理解を確実にする。

・〔やってみよう〕乗法の場面

としてとらえることができ

る身の回りの場面を探し，乗

法の式に表す。

□関学習内容を適切に活

用して，活動に取り組

もうとしている。

（2） ５のだん，２のだんの 九九 ６時間

１

○5の段の九九を構成す

る。

・1台の車に5人ずつ乗っている

ときの1～4台分の人数を求

める。

・累加や5とび，アレイ図など

を用いて5の段の九九を構成

する。

□知5の段の九九の構成の

しかたを理解してい

る。

２
・
３

○5の段の九九を記憶

し，適用する。

・用語「九九」を知り，5の段

の九九を唱え，カードなどを

使って練習をする。

・5の段の九九の答えは5ずつ増

えていることを確認する。

・5の段の九九を用いて問題を

解決する。

□表5の段の九九を唱える

ことができ，それを用

いて身の回りの問題を

解決することができ

る。

４

○2の段の九九を構成す

る。

・1台の自転車に2人ずつ乗って

いるときの1～5台分の人数

を求める。

・累加や2とび，アレイ図など

を用いて2の段の九九を構成

する。

□考5の段の九九と同じ考

えを用いて2の段の構

成を考えている。

□知2の段の九九の構成の

しかたを理解してい

る。

５
・
６

○2の段の九九を記憶

し，適用する。

・2の段の九九を唱え，カード

などを使って練習をする。

・2の段の九九の答えは2ずつ増

えていることを確認する。

・2の段の九九を用いて問題を

解決する。

□表2の段の九九を唱える

ことができ，それを用

いて身の回りの問題を

解決することができ

る。

（3）３のだん，４のだんの 九九 ７時間

１

○3の段の九九を構成す

る。

・1台のコーヒーカップに3人ず

つ乗っているときの1～4台

分の人数を求める。

□考乗法について成り立つ

性質を用いて，九九の

構成のしかたについて
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・3×4の答えにいくつたせば3

×5になるかを考える。

・3×5の積に3をたせば3×6の

積になることを活用して，3

の段の九九を構成する。

・用語「かけられる数」「かけ

る数」を知る。

考えている。

２
・
３

○3の段の九九を記憶

し，適用する。

・3の段の九九を唱え，カード

などを使って練習をする。

・3の段の九九の答えは，乗数

が1増えると3増えることを

確認する。

・3の段の九九を用いて問題を

解決する。

□表3の段の九九を唱える

ことができ，それを用

いて身の回りの問題を

解決することができ

る。

４

○4の段の九九を構成す

る。

・1台のジェットコースターに4

人ずつ乗っているときの1～

5台分の人数を求める。

・4×3のかける数が1増えると

答えはいくつ増えているか

確かめる。

・4の段では，かける数が1増え

ると答えが4 増えることを

活用して，4の段の九九を構

成する。

□考乗法について成り立つ

性質を用いて，九九の

構成のしかたについて

考えている。

５
・
６

○4の段の九九を記憶

し，適用する。

・4の段の九九を唱え，カード

などを使って練習をする。

・4の段の九九の答えは，乗数

が1増えると4増えることを

確認する。

・4の段の九九を用いて問題を

解決する。

□表4の段の九九を唱える

ことができ，それを用

いて身の回りの問題を

解決することができ

る。

７
本
時

○問題作りによる，式の

読みや式に表現する

ことを通して，5，2，

3，4の段の理解を深め

る。

・絵を見て，2×4の式で表すこ

とができる場面を探す。

・絵を見て，乗法の式に表すこ

とができる場面を探し，式に

表す。

□関乗法を用いる場面をと

らえたり，言葉や式で

表現したりしようとし

ている。

□考乗法の場面としてとら

えることができる場面

を見つけ，式に表した

り，乗法の式を読んだ
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りすることを通して，

乗法の式の意味につい

て考えている。

まとめ ２時間

１

○学習内容を確実に身

につける。

・「力をつけよう」に取り組む。 □表学習内容を正しく用

いて，問題を解決する

ことができる。

２
○学習内容の理解を確

認する。

・「たしかめよう」に取り組む。 □知基本的な学習内容に

ついて理解している。

４ 本時の学習

（１）題材名 かけ算のもんだいづくりをしよう

（２）ねらい

・問題作りによる，式の読みや式に表現することを通して，5，2，3，4の段の理解を

深める。

（３）本時と研究とのかかわり

【研究の視点１】 数学的な考え方を育てる学習問題の工夫 との関連

・「１つ分」「いくつ分」をしっかりととらえることができ，また，問題作り（文章表

現）で，取り組みやすいような場面の掲示物を提示する。→《手立て１》

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫 との関連

・絵の場面を言葉で表すカードを用意し，問題作りの場面をとらえやすいようにする。

→《手立て２》

・ のカードを示し，問題文の中での数をとらえやすいようにす

る。→《手立て３》

・「１つ分」「いくつ分」をより明確にとらえさせるために，半具体物のおはじきを用

いる。→《手立て４》

・作った問題を隣同士で見せ合い，互いに問題を解いたり，問題文について話し合っ

たりしながら，問題作りに無理なく取り組めるようにする。→《手立て５》

・問題文を書くシートは，児童の実態に合わせ，「わくわくシート」と場面ごとの「に

こにこシート」の 2 種類を用意する。→《手立て６》

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫 との関連

・「２×４の式になる問題作り」で，「わくわくシート」に自力で問題文を書けた児童

が大多数の場合は，「いろいろな問題作り」では，まず全員に「わくわくシート」を

配付し，書かせる。しかし，文章にまとめられない児童については個別に指導し，

場合によっては，「にこにこシート」に切り替える。→展開Ａ

・「２×４の式になる問題作り」で，「わくわくシート」に自力で問題文を書けた児童

が少ない場合は，ホットドックの「にこにこシート」を配り，書き方の全体指導を

する。個別に見ながら，児童によっては慣れてきたところで「わくわくシート」に

切り替える。→展開Ｂ

１つ分 いくつ分
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（４）学習過程

主な学習活動 予想される児童の反応 教師の支援と評価

１ 前時までの学習を

振り返る。

・「おもちゃの自動車

のタイヤの問題」を

練習問題として解

いたことを思い出

す。

２ 問題を知る。

・絵を見て場面をとら

える。

・４×５の式になった。

・全部で２０個になっ

た。

・公園だ。

・おにぎり，ホットドッ

クがある。

・「１つ分」「いくつ分」

のカードと式４×５＝20

を対応させる。また，お

はじきで示す。

《手立て３，４》

・何があるか，何をしてい

るかなどを確認し，それ

ぞれの場面に

などのカードを貼る。

《手立て２》

３ 課題を知る。

・２×４の式になる場

面を探す。

・問題作りをする。

・発表する。

・ホットドックとベンチ

が２×４の式になる。

・わかった。

・お話を書くのは難し

い。

・1 まいのナプキンにホ

ットドックが２こず

つあります。ホットド

・「１つ分」「いくつ分」

の数を確認する。

・場面カードで絵のどこの

ことを言っているのかを

確認する。《手立て２》

考 乗法の場面としてとら

えることができる場面を

見つけ，乗法の式を読ん

だりすることを通して，

乗法の式の意味について

考えている。(発言,観察)

・全員に「わくわくシート」

を配る。

・すぐにとりかかれない児

童には，文章表現しやす

い「ホットドック」で作

ってみるようにすすめ

る。

・どの程度書けているかを

個別に確認する。

・ホットドックとベンチに

ついて，それぞれ１人ず

つ発表させ，他の児童に

つ
か
む
（
５
）

み
と
お
す
（

）
10

２×４のしきになるもんだいをつくりましょう。

おにぎり


